
ウラ｜山側入口
【計画範囲の周辺環境】

渡り廊下

事務所

計画範囲

本館入口
三方向に建物が位置する

主動線の渡り廊下からの接続（庇空間）

外部環境が取り込みにくい

中の様子が外から見えない

入っていいのか分からない

入口っぽくなく分かりづらい

簡易的

病院との色合いが調和していない

病院の規模感と入口のサイズに差がある

カラフルで違和感

入りづらくて不安に

【外観】

・中の様子が見えない
・入口にみえない
・不安を覚える　

【内観】

・外とのつながりがない
・天井が低い
・通路としての役割のみ
・暗い

外とのつながりがない

病院の要素が見られない

照明の明るさのみで暗い

天井が低い

通路としての役割のみ人気がない

オモテ｜正面入口

病院ウラの小さな再編
総合病院のサブエントランス改修計画。増改築に伴う大小のボリュームと隙間でつくられた病院の裏側
を再編する。医療の高度化によって機能が集積した病院に医療機能以外の「ゆとり」をもった空間を創
出する。暗く窮屈な隙間空間に、外部の隙間を取り込みながら明るく快適なエントランス空間を設計する。
大きなスケールの病院のオモテに対して、ヒューマンスケールの隙間を持つウラに着目した提案である。

敷地の抱える課題

敷地環境01

コンセプト・設計手法02

多様な居方

隙間を活かしたゆとりの拡張

外部との連続性

親しみやすい

天井を浮かせる

スケールを落とす
ズレの空間

明るい暗い

単調で均質的

病院建築の分析

既往研究の分析

隙間のスケール感を活かした設計

増改築によって生まれた

隙間を活かした

開放的で親しみやすい空間

閉鎖感

緊張感

コンセプト

【現状】

周囲が囲まれている
天井が低い

閉鎖的である 天井を浮かせて開放的な空間

【本提案】

ズ レ に よ る 多 様 な 居 方
分 散 さ れ た 小 屋 根 群 の ズ レ に よ り 生 じ た 空 間 は ，
外 部 と 隣 接 し て い た り ， 天 井 高 が 異 な っ て い た
り と 多 様 な 居 方 を 提 供 す る ．

自 然 環 境 が 入 る
囲 わ れ た 敷 地 に 対 し て 天 井 高 を 上 げ る
こ と で 自 然 環 境 ＝ 光 が 差 し 込 む

周 辺 要 素 と 連 続 す る
周 辺 建 物 の ボ リ ュ ー ム に 合 わ せ た 小 屋
根 群 が 周 囲 と 連 続 し て 、 空 間 が 拡 が る

正面入口 山側入口

h=2200

設計手法

隙間を取り込み、ゆとりを拡げる

ウラの “隙間” を活かしたゆとりの拡張
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増改築によってできた
建物の“隙間”に位置 小さなボリュームの集積

できてしまった隙間
大きなメインボリューム

緊張感　窮屈さ
隙間を活かし

ゆとり空間を拡げる

総合病院では、医療の高度化から増改築が進む。尊厳や信頼が重要となる病院建築では “オモテ”
のファサードに重きが置かれるため、“ウラ” に次々とボリュームが増改築される。ウラがつくり
だす隙間を活かしてゆとり空間を拡げる。

ボリュームの集積が生んだ隙間は、閉塞的な病院空間において「ゆとり」を生み出すポテンシャ
ルとなる。複数の周辺要素のスケールを屋根から小屋根、家具へと段階的に操作し、小屋根で分
節された隙間を内部空間に取り込み、多様な「ゆとり」のある過ごし方の選択肢を提供する。

３方向が建物に囲まれた敷地における周辺環境を取り込むための形態のスタディとして、
照度シミュレーションを行った。

季 節：中 間 期
時刻：12 時
＊ｈ= 天井高

解析ソフト：
Rhinoceros＋
Grasshopper
＋Radiance

現状

周 囲 が 建 物 で 囲 わ れ、暗 い
空間となっている

壁を取る

壁 を 取 る と 明 る さ は 期 待 で
き る が、部 分 的 に 暗 い 箇 所
が見られる

天井高を上げる

天 井 高 を 上 げ る こ と で 十 分
な 採 光 を 得 ら れ、空 間 全 体
で明るさが確保されている

小屋根の挿入

意匠的な要素である小屋根を
かけることで明るさを確保し
つ つ も、光 環 境 に バ リ エ ー
ションが生まれる

光環境シミュレーション

増改築が繰り返された病院裏側にあ
る入口の改修案である。周囲は建物
に囲まれ、かつ北側に位置する入口
のため閉そく感や、採光が取りにく
く、暗いといった課題がある。

主要用途　：エントランス
主構造形式：鉄骨造
建築面積　：182.4 ㎡
延床面積　：134.8 ㎡



滞在スペース②

事務所入口

滞在スペース①

乗降スペース

多目的トイレ

男子
トイレ

ゴミ箱

女子
トイレ

サインスペース

掲示板①

車椅子置き場

避難経路

本館

15mm

10
mm

3m
m

既存放射線治療棟

既存売店棟

既存2号棟

DY8DY7

気象 2024年12月
気温 2℃
湿度 40%
風向 北西

2m/s
(10m地点)

時刻 9時
冬用アウター
ズボン

エアコン あり
設定温度 20℃

中～強
（約4.5m/s）

自然換気 なし

設定条件

風速

服装

機器条件

風速

〇冬期

平面図　h=1500mm

短手断面図　（滞在スペース①）短手断面図　（滞在スペース②）

長手断面図　（滞在スペース①）

25.6℃

25.2℃

15.1℃

15.4℃
15.7℃

22.7℃

15.℃

23.7℃

エアコン 2

エアコン 1

【ルームエアコン設置箇所】

：設置位置
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温熱環境の快適さ指標
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冬至照明無しで十分な明るさを
確保できる時間（通路）

…廊下に必要な最低照度

診療日：09 : 45 ~ 19 : 00
休診日：07 : 45 ~ 19 : 00

山側入口開錠時間1400
( lx )
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0
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500

ロータリーから

乗降スペース

滞留スペース➀

滞留スペース➁

サインスペース

利用者が居心地のよく滞在できるよう、滞留空間ごとの活動に合わせた照明器具の配置
を計画した。
また、仕上げ材による反射を利用することで効率よく空間全体を明るくする。
大屋根天井には、小屋根からスポットライトを照射し、反射光で通路スペースを照らす
計画とした。

【照明器具イメージ例】

ダウンライト ペンダントライト 地中埋め込み型照明：スポットライト

本館側から

樹脂モルタル＋光触媒コーティング塗装外壁

内壁

天井

床

【仕上げ種類】

UPウレタン塗装

ポリッシュ仕上げコンクリート＋浸透性表面硬化剤

ケイカル版＋ウレタン塗装

長時間の滞在が想定される滞在ス
ペースにおける、最小限のエアコ
ン設置によって、どの季節も快適
に過ごすことができる。

夏期は、日射を遮蔽することで快
適性を維持できることから、滞在
スペース①の面する中庭に高さの
ある樹木を配置する計画とした。

天井を上げ、光を取り入れたことにより、中間期・夏期の日中において自然光のみで十分な明るさ
が確保できており、滞在スペースにおける最小限の照明のみで快適に過ごすことができる。

〇夏期 遮蔽あり

平面図　h=1500mm

短手断面図　（滞在スペース①）

平面図　h=1500mm

短手断面図　（滞在スペース①）

遮蔽なし
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気象 2024年8月
気温 32℃
湿度 75%
風向 北東

2m/s
(10m地点)

時刻 14時
半袖シャツ
ズボン

エアコン あり
設定温度 28℃

中～強
（約4.5m/s）

自然換気 なし

風速

風速

服装

機器条件

設定条件
気象 2024年6月
気温 25℃
湿度 60%
風向 南南西

2m/s
(10m地点)

時刻 9時
長袖シャツ
ズボン

エアコン なし
自然換気 あり

設定条件

風速

服装

機器条件

〇中間期

平面図　h=1500mm

短手断面図　（滞在スペース①）短手断面図　（滞在スペース②）
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開口部２

開口部１

長手断面図　（滞在スペース①）

自然光の活用03

室内環境シミュレーション04

照明計画05
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エリア
ドライ

既存売店棟

エリア
ドライ

エリア
ドライ

掲示スペース

車いす
置場

滞在スペース①

滞在スペース②

サインスペース

通り抜けコモン
▼

▼

本館へのアクセス

事務所側入口

エントランス

傘袋スタンド 渡り廊下

滞在
スペース➁

滞在
スペース➀

車いす置場

高
低

滞在
スペース➀

滞在
スペース➁ 本館へ→

車椅子置き場

外部 内部 既存との
接続

（大屋根）
柱：□-150×150×9

（小屋根）
水平ブレース：丸鋼 1-M16
梁：H-150×150×7×10
柱：□-150×150×9

（大屋根）
梁：H-294×200×8×12
水平ブレース：丸鋼 1-M16

カウンターに座った
際に見える低木

異なる樹高のレイヤー
による視線の抜け

細く高い木を配した
ひっそりとした坪庭

エントランス両脇の
植栽による入口らしさベンチ裏の植栽により

居場所の近くに植物を
背の高い落葉樹で
夏の日差しを遮る

エリア
ドライ

▼

▼ ソヨゴ
ギボウシ
砂利

ギボウシ
砂利

シマトネリコ
ハツユキカズラ

ハイノキ

ヒメシャラ
オトコヨウゾメ
砂利

砂利ソヨゴ

ギボウシ

ハイノキ
ハツユキカズラ

ギボウシ
低木（1m）

ソヨゴ
中木（2m）常緑樹

　日陰に
適した樹種

ハイノキ
高木（2.5m）常緑樹

ヒメシャラ
高木（2.5m）落葉樹

シマトネリコ
中木（2m）常緑樹

オトコヨウゾメ
低木（1m）落葉樹

ハツユキカズラ
グランドカバー　常緑

鉄骨造のラーメン構造を採用し、災害時の機能維持のため、重要度係数は、
一般的に公共施設で用いられる、1.5 である。小屋根と大屋根ともに 150
ミリ角の柱で支える。

半日陰に適した樹種

病院から帰るときも出口が視認できる
小屋根によって天井の高さを抑え
落ち着いた滞在空間を作り出す

滞在の仕方に合わせて選択できる居場所

南側（平面図上部）は、１日を通して日陰、北側（平面図下部）は、反日陰となること

から日当たりが悪くても生育できる樹種を配置した。さらに、高低差のある樹種を滞留

空間ごとに滞在の仕方や視線の通り抜け、夏季の日あたり等を考慮しながら組み

合わせて配置した。

平面計画

長 手 断 面

短 手 断 面分散された小屋根のズレによる隙間の空間に中庭を設け、閉鎖的な病院空間に外部との連続
性を持たせる。屋根ラインをまたぐ滞在空間により、均質的な空間に多様な居方を生む。

【短手】
・天井高の違う空間を設けることで、1 つの空間の中
に落ち着いた空間と開放的な空間の両方をつくる。

【長手】
・大屋根が内部と外部をつなげ、外部からの採光や
空の風景を屋内に取り入れる。

06

植栽計画08 構造計画09

断面計画07


